「奈良県友好交流を担う次世代養成事業（韓国忠清南道）」参加申込書（第１号様式）
記入上の留意事項

	住　所
	郵便物の受け取りが可能な、現に居住している住所を都道府県名から記入してください。

	自宅電話番号及び携帯電話番号
	常に連絡が取れる電話番号を記入してください。（必ずどちらかは記入すること。）

	緊急時連絡先
	申込者以外の方の連絡先住所、氏名、電話番号を記入して下さい。
また、申込者との関係についても記入して下さい。

（例）「父」、「母」、「配偶者」等

	メールアドレス
	ハイフンやアンダーバー等の紛らわしい記号、文字の区別ができるよう分かりやすく記入してください。

	職業
	該当するものの□に印を付けてください。

	学校名又は勤務先の名称
	学生の場合は学校名・学年・学部・学科を、勤労者の場合は勤務先名を、自営業の場合は商店名・会社名等をそれぞれ記入してください。

	学校又は勤務先の住所
	「学校名又は勤務先」の欄で記入した学校、勤務先の所在地を都道府県名から記入してください。

	参加期間中の勤務等の

取扱
	事業に参加している間の学校、勤務等の取扱について下記を参考に記入してください。

（例）「夏期休暇中」、「休学中」、

「勤務先の承諾を得て休暇を取得」等

	健康状態等
	慢性的な疾患がある場合、定期的に服用あるいは常用している薬がある場合、現在通院している場合は「その他」欄にその旨記入してください。その他、集団生活において、心身の健康上気がかりのことがある場合も「その他」欄にその旨記入してください。なお、必要に応じて、記入された事項について医師の判断等の提出を求めることがあります。

	外国語の能力
	外国語のレベルは下記を参考に該当するものに○を付けてください。

「１」あいさつ程度、「２」筆談、ジェスチャーを交えて簡単な日常会話が可能、「３」日常会話が可能、「４」専門的な会話が可能
韓国語、英語以外に特記すべき外国語がある場合は、該当する言語を「（　　　）語」欄に追記してください。

各言語の資格の欄には「○○語検定○級」など具体的に記入してください。
※なお、「外国語の能力」は参加資格の条件ではありません。

	特技・技能
	外国青年との交流に役立つと考えられる特技・技能について種類と程度を具体的に記入してください。

（例）柔道（初段）、書道（○段）、日本舞踊（○○年）　等

※なお、「特技・技能」の有無は参加資格の条件ではありません。

	海外への渡航歴
	これまでの海外渡航歴を記入してください。なお、渡航歴が多数ある場合は、代表的な渡航歴を記入してください。目的には観光、留学、商用、団体派遣（事業名）、居住（保護者の海外での勤務に伴う居住）等を記入してください。

渡航経験が無い場合には、「無し」と記入してください。

	国際交流活動の経験等
	　国際交流活動の経験があれば、下記を参考に具体的に記入してください。

（例）

・中学２年生の時に、○○市の事業により○○市と姉妹都市関係にある○○国○○市を訪問。

・高校１年生の時に、○○主催の○○○○事業に参加し、韓国に1週間滞在。

・現在、在籍している大学の国際交流サークルに所属し、留学生への支援活動を行っている。

現在までに特に無い場合は、今後どのような活動をしてみたいか記入してください。



※最下段の申込者署名及び署名年月日は、必ず記載してください。記載のない参加申込書は、無効とします。　
※参加申込書に記載された情報は、参加者の選考に使用するほか、「奈良県友好交流を担う次世代養成事業」の実施及び事業実施後の連絡のために使用するものとし、その他の用途には使用しません。

